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突然ですが，私たちは，病気になったとき，どのようにして医療サービスを受けることがで
きるでしょうか？　あるいは，働くことができず，食べるものもなくなってしまったとき，
どうすればよいでしょうか？　その答えは，「社会保障制度」という制度の中に用意されて

いて，この制度に関するたくさんの法律のことをまとめて「社会保障法」といいます。
　それでは，社会保障制度は，誰がどのように利用できる制度であるのがよいでしょうか？　また，社
会保障制度にかかるお金は，誰がどのように負担するのがよいでしょうか？　学生，会社員，専業主婦 /
夫，自営業者，日本で暮らす外国人，お年寄り，若い世代……。あなたは，どう考えますか？
　こんなふうに私たちの生活に密接に関わる問いは，ほかにもたくさんあるでしょう。その答えを，法
学という観点で学んだり考えたりする。本書は，そんな学びや思考を，やさしく力強く支えてくれま
す。身近な生活に関わる制度や問題について知りながら，社会のことを考えてみませんか。（三宅）
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やさしい文章や図表，各種コーナーが，順を追って丁寧に学びを導きます。

※目次は，小社ウェブサイトの本書のページをご覧ください。

http://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641150560

